




























































ReportⅤ：Educational Systems to Develop Students’ Abilities at Nagoya Zokei University 
















































































































































































































































































































 ・ 自分史作り【演習】ライフ・ライン・チャー ト
 ・ 性格分析【演習】好きと得意の明確化、長所と短所
 ・ 未来予想図【演習】ライフキャリアの虹




 ・ なりたい自分をイメー ジする【演習】社会で求められる力とは




 ・ コミュニケ シーョンスキルチェック【演習】インタビュー ゲ ムー
 ・ 効果的な話し方・聞き方トレー ニング【演習】話す・聞く・観察する
 ・ 情報伝達のトレー ニング【演習】伝言ゲ ムー・ホウレンソウの
　振り返り
 ・ 意見主張のトレー ニング【演習】アサ シーョントレー ニング
 ・ 意見交換、意見集約【演習】グル プーディスカッション
 ・ プレゼンテ シーョンの準備【演習】プレゼンプランシ トー作成







 ・ 敬語と言葉遣い【演習】ビジネスシー ンでの敬語の使い方
 ・ 社会人の話し方【演習】採用面接での自己PR
 ・ 電話対応・Eメー ル【演習】電話対応のマナー




















 ・ インター ンシップとは
 ・ OB・OG訪問について
「第2回 3年次就職ガイダンス」（6月実施）
 ・ エントリー シ トーの意味、方法
 ・ エントリー シ トーについて
 ・ エントリー シ トーの書き方











 ・ グル プーディスカッション成功法
「第4回 3年次就職ガイダンス」（11月実施）
 ・ 面接試験・グル プーディスカッション
 ・ 内定について、内定の礼状
 ・ 内定辞退について
 ・ 基本マナ （ー電話のかけ方）
 ・ 基本マナ （ーメー ルの書き方）
 ・ 基本マナ （ー手紙の書き方）















































 ・ エントリー シ トー・履歴書の添削・アドバイス
















































































































































































































































































































スやア トープロデュー スコ スーなどの授業で節目ごとに課してきた。
報告5：名古屋造形大学の美術教育 ｜学生支援部の取り組みと今後の課題｜
85
多様性ある学生に向き合う以上、固定した方法に頼ることは避
けるべきだろう。一人ひとり違う環境で、似ているかも知れないが
異なる支援を必要としている。これらの学生の将来を、関係者の
信頼関係による連携で支えていくこと。それが学生支援部の使
命だと思う。
　一方で、過剰に支援することの是非も心に留める必要がある。
「すべきでないことは何か」という視点も常に忘れずに心がけ
たい。
　また、学生の支援について、ケースごとに支援者同士が話し合
い共有することが何よりも重要である。そのためには、教職員の働
く環境（働き方、時間、場所、共有方法）を整えていくことも必要と
なる。さらに、大学が教育・研究の場である以上、学務課と学生支
援課の連携は必要不可欠である。本学の場合、ようやく学生支
援課のルーティー ンワー クが教職員に共有されてきた段階かと考
えているが、学務課との連携方法・緩やかな役割分担についても
検討が必要であろう。
　ここまで学生支援部の取り組みと今後の課題について概略を
述べた。ここに記述できなかったこともあり、実際にはデリケ トーな
問題がいくつか残っている。これまで学生支援部の職務内容は、
学内にも、あまり周知されてこなかった。しかし、何か問題が起きた
ときに素早く連携をとることの重要性は日々 増しており、それによっ
て学生の心身の安全が保証される。そして対応を誤ったときのリ
スクも大きい。この緊張状態の継続においては、学内の複数の
人間が同様に同水準で対応できる体制を整えておくことが望まし
い。その検討を急ぐ必要がある。
　以上で「報告5：名古屋造形大学の美術教育 ｜学生支援部
の取り組みと今後の課題｜」を終わる。
